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全国美容週間実行委員会の動向をお届けするコーナー。同実行委員会内の
分科会や各支部の活動報告、全体で目指していることなど情報満載でお届け。 
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第48代実行委員長は黒木利光氏
「ファイナルパーティー」で
くしが引き継がれる
NPO法人美容週間振興協議会 全国美容週間実行委員会（瀧川
裕史理事長/第47代みやちのりよし実行委員長）は、2025年11月
25日（火）、ハイアットリージェンシー東京（東京都・新宿区）におい
て、実行委員長の交代式を兼ねる「2025年度 ファイナルパー
ティー」を開催した。冒頭、瀧川裕史理事長が協賛メーカー、ディー
ラー、そして会員への謝辞を述べ、続いて協賛メーカーを代表して
（株）アリミノ 田尾大介社長が挨拶。乾杯は歴代実行委員長を代
表して第27代関根一芳実行委員長が行い、宴がスタートした。
途中、協賛メーカー、ディーラーが紹介された後、歴代実行委員長
が順に紹介され登壇した。そして2025年度みやちのりよし実行委
員長の活動報告の後、シンボルである巨大なくしが瀧川裕史理事
長に返還され、2026年度黒木利光次期実行委員長へと引き継が
れた。黒木利光次期実行委員長より、2026年度の活動方針が発
表され、新たな執行部が紹介された。最後に協賛ディーラーを代
表して（株）フジシン 遠藤一徳社長の挨拶で締めくくられた。

巨大なくしが2026年度黒木利光実行委員長（左）に引き継がれた

歴代実行委員長が登壇

2026年度 次期執行部の紹介
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『For the Future』
～美容の力で、未来を守る～

2026年度活動方針

人の心を癒やし、自己肯定感を育み、社会とのつながり
を生み出す「美容の力」を通じて、社会貢献・環境配慮・
次世代育成を柱に持続可能な未来づくりに取り組む。
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９月４日「くしの日」を中心にさまざまなイベントを行い、美容業界全体で生活者に日頃の感
謝の気持ちを表し、美容への関心を高め、美容ニーズの振興を図る活動や、美容業界のす
ばらしさを社会にアピールする活動を通じ、美容師を目指す人を増やす。そして、高度な要
求に応えられる技術研鑽及び技術者の育成や美容業界全体の活性化と持続的発展を目
的として、１９７９年のスタート以来、サロン・メーカー・ディーラー・理美容学校、団体等の
垣根を越えた多くの方々が参加している。実行委員長は1年ごとに交替任命され、実行委員
会が提示するテーマのもと、各委員会、各地区委員会が目標を掲げて1年間活動している。

美容週間とは・・・ 

TEL: 03-6457-3094　 E-mail: kamijo@beautyweek.com
随時ご入会可能!NPO法人美容週間振興協議会 事務局

ご入会・セミナー参加などのお問い合わせ先ご入会・セミナー参加などのお問い合わせ先

美容週間
Instagram

美容週間
LINE

美容週間
ホームページ

「全国美容週間マスターズカップ2025」を開催
同日、アリミノホール（東京都・新宿区）において、理美容学生向けコンテスト「全国美容週間
マスターズカップ2025」が開催された。競技内容は「ワインディング部門(1年生・2年生)」
「アップスタイル部門」「ウィッグフリースタイル部門」「フォト部門」の5部門。過去最多となる
総勢219名の参加者が集い、日頃の練習で積み重ねた技術を競い合った。全競技が終了し
た後にはLond 木坂桃歌氏による「誰でも今すぐ始められる！スマホひとつで魅せる作品撮
影のはじめ方」と題したフォトシューティングセミナーが行われた。実際にステージ上でスタ
イルをつくりあげ、スマートフォンのみで行う撮影テクニックを披露。サロンワークとは異な
る、作品づくりならではのポイントを解説した。特別な機材が必要ない、すぐに応用できる内
容に参加した学生たちは熱心に耳を傾けていた。表彰式では、名前が呼ばれる度に大きな
歓声があがり、大盛況。SDGｓの観点から受賞者にはトロフィーとしてオリジナルのウォー
ターボトルが手渡され、デジタル表彰状が後日送付された。会場で使用された電力のカーボ
ンオフセットの取り組みも例年どおり実施された。

河内和彦コンテスト委員長 挨拶

表彰式の様子 トロフィーのウォーターボトル

木坂桃歌氏によるフォトシューティングセミナー

受賞者
【ワインディング部門（1年生）】
●優　勝／大山柊（関西美容専門学校）
●準優勝／木元朝香（京都理容美容専修学校）
●第3位／芝美乃梨（山野美容専門学校）

【ワインディング部門(2年生)】
●優　勝／渡邊凛（山野美容専門学校）
●準優勝／星島礼温（岡山県理容美容専門学校）
●第3位／綱川彩茄（山野美容専門学校）

【アップスタイル部門】
●優　勝／深津紅羽（山野美容専門学校）
●準優勝／坂井咲月（国際文化理容美容専門学校 国分寺校）
●第3位／野々山芽衣（山野美容専門学校）

【ウィッグフリースタイル部門】
●優　勝／十文字康晟（山野美容専門学校）
●準優勝／岩舩緩太（山野美容専門学校）
●第3位／藤堂莉子（山野美容専門学校）

【フォト部門】
●優　勝／古家広陽（大村美容ファッション専門学校）
●準優勝／濱脇菜 （々大村美容ファッション専門学校）
●第3位／大串光輝（大村美容ファッション専門学校）
●第3位／清水諒（大村美容ファッション専門学校）

ワインディング部門（1年生）
優勝 大山柊さん

アップスタイル部門
優勝 深津紅羽さん

ウィッグフリースタイル部門
優勝 十文字康晟さん

フォト部門優勝
古家広陽さんの作品

ワインディング部門（2年生）
優勝 渡邊凛さん
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